






































































達の方法でもある (cf.E， I : I; 53)。分析は、複合観念に含まれる諸
















(E， 1 : I ; 37)、知覚された対象は観念として想像力に蓄えられる。想
像力は観念相互の結合がなされる場である (cf.E， 1 : I ; 29)。この段
階の人聞は、外界からの偶然的な印象の支配下にある。自然記号はという





自分の思うように扱い始め (E，1 : I ; 46)、注意が可能になる。注意を









意を引くJ(E， 1 : I ; 14， et aussi cf. 1 : I ; 53)。また欲求は変化
する。 rたまたま〈物事と欲求との)関係が変化すると、私達は対象を全
く違ったふうに考え、対象についてまったく反対の判断を下すということ
























































































































その人と同じ観念を結び付けるように導かれるだろうJ(E， 1I : 1I ; 13)。
注意すべきは、その視点は唯一絶対のものであると考えられることである。
視点、を複数認めてLまえば、同ーの対象についての認識が多様をきわめる

































































コンディヤックの『人間認識起源論~ (Etienne Bonnot de Condillac， Essai 
sur l'origine des connaissances humaines， Galilee， 1973)の略号を“E"
として、“Premi色rePartie， Section Seconde， ~ 3"を“E，I: 1I; 3"のよ
26 
うに表した。
また w論理学Jl(La logique ou lesρremiers develottements de l' art de 





















は 'substance'の語源を探り、‘cequi est dessous'という語義を掘り
起こす操作である (cf. L，415)o 1""分析によって、語が最初に使用された
時のその最初の語義を私達が探すようになった時、私達は語を使用するこ
とが出来るだろうJ(L， p.422)。





ある。 Cf.N. Rousseau， Connaissance et langage chez Condillac. 
Librairie Droz S. A.， 1986， pp. 291-2. 
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6) J. Locke， An Essay concerning Human Understanding， Dent， 1961， 
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8) Ibid.， Book4 Ch. 1， 5.
9) Ibid.， Book4 Ch. 1， 1-2. 
(大学院後期課程学生〉
